
平成20年度地域住宅モデル普及推進事業による展示住宅等の概要（平成２２年度成果報告） 

事業者名：（株）TSURU工務店 展示住宅等の建設地住所：佐賀県唐津市浜玉町横田上字江川1229番1 

事業者連絡先 事業 種類 ①展示住宅 ②生活体験施設

（とりまとめ都道府県名 佐賀県      ） 

事業者連絡先：0955-82-1130 事業の種類： ①展示住宅、  ②生活体験施設

基本性能等の基準： ①新築（長期優良タイプ）、 ②新築（長寿命化普及タイプ、 ③改修 総事業費： 2,684万円（うち補助金 1,900万円） 

＜展示住宅・生活体験施設の平面図＞ 

外観写真 【１階】             【２階】 

＜展示住宅・生活体験施設の特徴＞ 
①熱交換により 外気を取入れかつ 花粉などを 90％以上カ トしているため

＜展示住宅等の仕様等＞ 
①床面積 （１階） 92㎡ （２階）67㎡

１階 ２階 

内観写真１ 

①熱交換により、外気を取入れかつ、花粉などを、90％以上カットしているため、
省エネにもつながり、健康にもよい。 
 
②居間のサッシが全て開き、居間と外部デッキとの一体化で広さを感じる事が
出来る。 

①床面積：（１階） 92㎡、（２階）67㎡
 
②外観：ベルアートS：吹付 
     一部、県産材杉板貼り 
 
③構造（部位毎の建材、寸法等）：

③家中の間仕切やドアを出来るだけ少なくし、人の気配を感じる事が出来る。 
 
 

③構 部 建 、 法
    土台 桧 105×105 
    柱  杉 105×105 
    1F桁廻り 杉 210以上 
    2F桁廻り 杉 150以上 
④断熱性能： 

省エネ等級 4

＜平成２２年度の成果＞ 
①来場者数又は生活体験者数（平成２２年４月～平成２３年３月）：  400名 

内観写真２ 
    省エネ等級 4
 
 
⑤展示期間：平成２２年４月～平成２９年３月 

②来場者又は生活体験者の主な声： 
 ○・・・・・床が杉板の浮造り仕様で、足触りがいい。 
 ○・・・・・オープンキッチンで家事をしながら部屋中を見渡せる為子供の様子 
      がよくわかる。 
 ○・・・・・空気が綺麗(家の中の匂いがない。 



平成20年度地域住宅モデル普及推進事業による展示住宅等の概要（平成２２年度成果報告） 

事業者名：特定非営利活動法人 森林をつくろう 展示住宅等の建設地住所：佐賀県神埼市脊振町鹿路585番地1 

事業者連絡先 事業 種類 ①展示住宅 ②生活体験施設

（とりまとめ都道府県名  佐賀県     ） 

事業者連絡先：0952-59-2018 事業の種類： ①展示住宅、  ②生活体験施設

基本性能等の基準： ①新築（長期優良タイプ）、 ②新築（長寿命化普及タイプ、 ③改修 総事業費： 1,833万円（うち補助金 1,600万円） 

＜展示住宅・生活体験施設の平面図＞ 

外観写真 【１階】             【２階】 

＜展示住宅・生活体験施設の特徴＞ 
① 伝統的木構造の住宅としての珍しい展示住宅で 木構造や耐震等に対す

＜展示住宅等の仕様等＞ 
①床面積 （１階）65 67㎡ （２階）39 21㎡

１階 ２階 

内観写真１ 

① 伝統的木構造の住宅としての珍しい展示住宅で、木構造や耐震等に対す 
   理解を深めてもらうことができる空間になっている 
 
② 山村地区に建設しており、木材製品だけではなく、木材を生産する現場等 
   と家づくりをリンクさせながら、多くの来場者に楽しんでもらう場所としている 

①床面積：（１階）65.67㎡、（２階）39.21㎡
        
②外観：漆喰塗り仕上げ、腰板 
      
 
③構造（部位毎の建材、寸法等）：

③ 佐賀県産の木材を含めた国産木材と自然素材を多用し、日本の木造建築 
   における職人技術を体感してもらう空間となっている 
 

③構 部 建 、 法
 柱：桧 4寸5分、6寸、８寸（大黒柱） 
 梁：杉 5寸、6寸、8寸 
 足固め：桧 7寸 
 
④断熱性能： 

壁や床 天井部分に断熱材を使用 ＜平成２２年度の成果＞
内観写真２ 

 壁や床、天井部分に断熱材を使用
 土壁による蓄熱効果 
 
⑤展示期間：平成22年4月～平成29年3月 
 
 

＜平成２２年度の成果＞
①来場者数又は生活体験者数（平成２２年４月～平成２３年３月）：  800名 
②来場者又は生活体験者の主な声： 
 ○現代の住宅に比べ室内が埃っぽくない（室内の空気が清々しい） 
 ○このような木造建築が建てられることを初めて知った 
 ○木材や木造の情報を知ることができて、住宅を建てる際の勉強になる 等 



平成20年度地域住宅モデル普及推進事業による展示住宅等の概要（平成２２年度成果報告） 

事業者名：特定非営利法人NPOまちづくり研究所 展示住宅等の建設地住所：佐賀県佐賀市富士町大字古場762-1 

事業者連絡先 事業 種類 ①展示住宅 ②生活体験施設

（とりまとめ都道府県名 佐賀県    ） 

事業者連絡先：050-3448-6155 事業の種類： ①展示住宅、  ②生活体験施設

基本性能等の基準： ①新築（長期優良タイプ）、 ②新築（長寿命化普及タイプ、 ③改修 総事業費： 1,780万円（うち補助金 1,600万円） 

 ＜展示住宅・生活体験施設の平面図＞ 

 
 
 
 
 

外観写真  
 
 
 
 

 

【１階】             【２階】 

＜展示住宅・生活体験施設の特徴＞ 
①気候風土に対し逆らわず その周囲と自然と相性の良い素材である土

＜展示住宅等の仕様等＞ 
①床面積 （１階） 116 43㎡ （２階）45 95㎡

内観写真１ 

①気候風土に対し逆らわず、その周囲と自然と相性の良い素材である土、 
木材、茅葺き屋根、瓦、ごろた石等を使った、山村の昔からある風景と調和 
する住居。 
②化学物質を含まない、土壁や三和土、昔からある木材、手漉き和紙を使った 
建具、茅葺き屋根などは、自然の力で、空中のゴミや油分、湿気を調節し、人 
に優しい空間を提供する。

①床面積：（１階） 116.43㎡、（２階）45.95㎡
 
②外観： 
茅葺き屋根、土壁左官仕上 
 
 

③地域の景観を守り、地球環境に優しく人の身体にも馴染む住宅の在り方を 
多くの人々にもう一度、考えて頂く為の場所として再生したもの。 
 

③構造（部位毎の建材、寸法等）： 
木造在来伝統工法 
 
1 
④断熱性能： 
子舞左官下地組みによる 土壁及び漆喰仕 ＜平成２２年度の成果＞

内観写真２ 
子舞左官下地組みによる、土壁及び漆喰仕
上げの断熱工法による 
 
 
⑤展示期間：平成22年4月～平成29年3月 

＜平成２２年度の成果＞
①来場者数又は生活体験者数（平成２２年４月～平成２３年３月）：  2､000名 
②来場者又は生活体験者の主な声： 
 ○・・・・・草葺き屋根の、夏の涼しさを実感しました。 
 ○・・・・・土壁と畳の空気の心地よさを体験できました。 
 ○・・・・・通りすがりの古民家に興味があり、見て中をのぞいてみました。 



平成20年度地域住宅モデル普及推進事業による展示住宅等の概要（平成２２年度成果報告） 

事業者名：有田町 展示住宅等の建設地住所：佐賀県西松浦郡有田町上幸平1丁目1256番地、1257番地 

事業者連絡先 事業 種類 ①展示住宅 ②生活体験施設

（とりまとめ都道府県名   佐賀県    ） 

事業者連絡先：0955-46-2500 事業の種類： ①展示住宅、  ②生活体験施設

基本性能等の基準： ①新築（長期優良タイプ）、 ②新築（長寿命化普及タイプ、 ③改修 総事業費：1,937万円（うち補助金1,783万円） 

＜展示住宅・生活体験施設の平面図＞ 

【１階】             【２階】 

＜展示住宅・生活体験施設の特徴＞ 
①大正時代に建築された建物 国の重要伝統的建造物群保存地区内の指定

＜展示住宅等の仕様等＞ 
①床面積 ①大正時代に建築された建物。国の重要伝統的建造物群保存地区内の指定

物件である。 
 
②母屋は古いトイレ、浴室などを改装し、現代の生活にも対応させつつ、古民
家の雰囲気を壊さないよう配慮した。 

①床面積：
母屋：（１階） 111.1㎡、（２階）16.37㎡ 
附属屋：（１階）46.99㎡、（２階）11.17㎡ 
 
②外観：漆喰 白壁造り 
 

 
③改築した附属屋の中２階は天井を張らずに大きな梁を見せるようにしている。 
 

 
③構造（部位毎の建材、寸法等）：木造 
 
④展示期間：平成22年4月～平成29年3月 

＜平成２２年度の成果＞＜平成２２年度の成果＞
①来場者数又は生活体験者数（平成２２年４月～平成２３年３月）：1,421名 
②来場者又は生活体験者の主な声： 
 ○古民家を活用することはすばらしいと思う。 
 ○文化財を守ろうとする誠意を強く感じた。 
 ○歴史的な説明があればなお、よい。 



平成20年度地域住宅モデル普及推進事業による展示住宅等の概要（平成２２年度成果報告） 

事業者名：有限会社 天清 展示住宅等の建設地住所：佐賀県西松浦郡有田町上幸平2丁目1136番地 

事業者連絡先 事業 種類 ①展示住宅 ②生活体験施設

（とりまとめ都道府県名  佐賀県     ） 

事業者連絡先：0955-42-2733 事業の種類： ①展示住宅、  ②生活体験施設

基本性能等の基準： ①新築（長期優良タイプ）、 ②新築（長寿命化普及タイプ、 ③改修 総事業費：1,876万円（うち補助金1,600万円） 

＜展示住宅・生活体験施設の平面図＞ 

＜展示住宅・生活体験施設の特徴＞ 
①大正時代に建築された建物 国の重要伝統的建造物群保存地区内の指定

＜展示住宅等の仕様等＞ 
①床面積 ①大正時代に建築された建物。国の重要伝統的建造物群保存地区内の指定

物件。 
 
②ＵＩＪターン希望者の定住促進を目標に、ろくろ体験、生活体験の可能な展示
住宅。 

①床面積：
母屋：（１階） 61.81㎡、（２階）49.29㎡ 
 
 
②外観：古民家 
 

 
 

 
③構造（部位毎の建材、寸法等）：木造 
 
④展示期間：平成22年4月～平成29年3月 

＜平成２２年度の成果＞＜平成２２年度の成果＞
①来場者数又は生活体験者数（平成２２年４月～平成２３年３月）：328名 
②来場者又は生活体験者の主な声： 
 ○伝統的な町並みによくマッチした素晴らしい建物に生まれ変わった。 
 ○古い建物がリフォームによってモダンによみがえり素敵。 
 ○町並みを活用したこれからの観光にも必要 


